
 

 

 

 

 

 

クレムソン大学 CU-ICAR (アメリカ) 研修報告書 

次世代ディーゼルエンジンの噴霧先端到達距離予測モデルの改善 

工学研究科 機械システム工学専攻 山川 裕貴 

 

１． はじめに 

 2015 8 31 から 9 28 の アⱷꜞカのク꜠ⱶ♁fi CU-ICAR において

を った にその を す  

 

２． 共同研究テーマ 

ク꜠ⱶ♁fi CU-ICAR( )では ガ☻エfi☺fiの に り んでおり

そこでは を いた や ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiを いている。 また は から

が した♦ィכ♀ꜟエfi☺fi の ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiⱪ꜡グꜝⱶ HIDECS

Hiroshima University Diesel Engine Combustion Simulation の を たに した しかし

♦ィכ♀ꜟ の と にHIDECSの と に いが じてきている そこで

は HIDECS の のために エfi☺fi に を える

の を として う  

 

３． 共同研究スケジュール 

 8 30     

 9 1 〜9 26  ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi 

 10 29    

 

４． 共同研究派遣先の概要 

: Clemson University Design Department of Automotive Engineering  

: アⱷꜞカ ◘ウ☻カ꜡ꜝイ♫  ク꜠ⱶ♁fi 

: Dr. Zoran FILIPI 

 

５． 共同研究内容 

５．１  背景・目的 

アⱷꜞカでは の により◦ェכꜟガ☻の が し ガ☻ が に

し な ガ☻の が される(◦ェכꜟ ) その で アⱷꜞカでは た

な ガ☻ を された これは よりもすす NOx などの の を 40 80

することも けるものであり ガ☻のクꜞכfi が である そのためには DPF 

(Diesel Particulate Filter)や SCR(Selective Catalytic Reduction)◦☻♥ⱶなどの が

だが これらの は ◖☻♩であるため エfi☺fi の によって な

る ガ☻ が である そのため アⱷꜞカでは◦ェכꜟ による ガ☻の な

クꜞכfiな を った ガ☻を な とした ガ☻エfi☺fiの が に ん

でいる ク꜠ⱶ♁fi CU-ICAR ではこの ガ☻エfi☺fiの が われている ガ☻

エfi☺fiは を として し として ガ☻を する そこでは

エfi☺fiを いた や ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiを いて が われている また は

から が した♦ィכ♀ꜟエfi☺fi の ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiⱪ꜡グꜝⱶ

HIDECS Hiroshima University Diesel Engine Combustion Simulation の を たに した そ

こで HIDECS で ガ☻エfi☺fi の を できること にし は

HIDECS の を させる を とした  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

５．２ エンジン性能予測計算（エンジン性能シミュレーション） 

では のとおり♦ィכ♀ꜟ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiの HIDECS をあらたに した

HIDECS は の らによって された♦ィכ♀ꜟエfi☺fi の ה

を する◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi◖כ♪であり ⸗♦ꜟに づいて される HIDECS は

を たない 0 ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfiであり に 3 として できる

イfi☺ェク♃から された は になることから と ぶ を Fig 図 1 に すよ

うに に☿ꜟと ばれる に することで に 3 な を

することが である また HIDECS での は て で⸗♦ꜟ されており そのため

1 ◘イクꜟおよそ で が われるので に が いことが きな である  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

では HIDECS を ガ☻エfi☺fiに することが であるが

は HIDECS の の を することを とする  

 

５．３ HIDECS による噴霧先端到達距離の予測精度の検証 

 HIDECS の の を するために での と

HIDECS に いられている での との を った HIDECS

には の には ― の が いられている ― の を に

す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の は が されるまでは で し それ は の 1/2 に

して する を している を １1 の と との

を ２2 に す ２2 より の は に べ さい であ

ることが かる また の を ３3 に す 3 より

では が くなっている よって の いから に いが じてい

るのではないかと えられる  

Fig 1 HIDECS の ⸗♦ꜟ 
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Fig 2  vs.  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 3  vs.  

 

 

 

 

 

Fuel JIS#2 Diesel Fuel 

Nozzle hole diameter : do φ0.111mm 

Nozzle hole number 1 

Injection quantity : Qinj [mm3] 5 

Injection duration [ms] 1.6 

Injection pressure : Pinj [MPa] 100 160 

Ambient temperature [K] 300 

Ambient pressure [MPa] 1.5 

Ambient gas component N2 

Ambient density [kg/m3] ≒18 

Break-up (Model) 

Break-up (Exp) 



 

 

 

 

 

 

５．４ 分裂時間および噴霧先端到達距離予測モデルの精度向上 

 の を める を に す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― の では および はそれぞれ 15.8，0.39 と として を っ

ている しかし これらの は によって する が の により らかにな

っている よってこれらの に した をかける で が によっ

て する を している （Cv＝αv） 

 

 

 

 

 これらの を いた たな （Clemson-Hiroshima Model）を に す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 に の を いた と ― の の の を ４4

の を ５5 に す ４4 より たに いた から された は

では より さな を っているが と に い を ることが た

また ５4 からも かるように も ― の と すると に い を

ることが た はⱡ☼ꜟ ה などを させていないため は うⱡ☼ꜟ

での や などの 々な での が である  
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Fig 4 vs. (Clemson-Hiroshima ⸗♦ꜟ, ― の ) 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5  vs. (Clemson-Hiroshima ⸗♦ꜟ, ― の ) 

 

６． まとめ 

 HIDECS で いられている の および を った

の には ― の が いられている ― の で いられている

および は によって する が の により らかになっている よっ

てこれらの に した をかけ の を った その の に

べ に い を ることが た は での であるため は

などの 々な から する がある  
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において に くの 々にご をして きました このような を えてくだ

さった びに◘ⱳכ♩してくださった に の を します に を うにあ

たり 々な ご を いた びに で および してくださ

った Zoran FILIPI また の や など のみならず で 々な◘ⱳכ♩を

して さった の Shuonan XU に く します のおかげで 1 ﬞ した 々
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